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〈第 12 分科会〉

“人・AI 新世”の時代の学びとその支援

龍谷大学 社会学部 准教授  築地 達郎
コーディネーター

○本分科会のねらい
人の脳と AI（人工知能）が深く融合する時代（＝“人・AI 新世”）を迎えつつある中、高等教育機関に

おける「教育」は、「学習者それぞれの学びへの支援」の体系へと自らを根源的に再構築していく必要に迫
られようとしている。

それは、例えば「単位制度」に象徴される現行カリキュラム構築原理への問い直し、キャンパスや教室
の設計理念の再発見などへと展開していくことになるであろう。AI はその中で、学習者個々の「学習成果
の可視化」を支えるツール／環境として重要な位置を占めることになると思われる。

本分科会ではこのような問題意識に基づき、向こう 5 年程度の時間軸の中で、高等教育機関における「学
習」と「その支援」、そして「ツール／環境」のあり方を議論した。

○報告の概要
報告 1.「生成 AI 時代の最先端 LMS と開発動向 ──米国のデータドリブン事例を中心に」
　玉木和将氏
　　米インストラクチュア社　Channel Account Manager APAC Japan

グローバルな LMS（Learning Management System）市場において近年急激にシェアを伸ばし、
「Blackboard」「Moodle」を逆転して圧倒的なトップに躍り出た「Canvas」のコンセプト・機能とその事業
戦略について、開発販売元である米インストラクチュア（Instructure）社の事例を報告する。
「Canvas」は学生の授業参加を促すと同時に、学生個々のエンゲージメントを可視化し、学生、教員、さ

らに保護者とも共有できる点に特徴がある。また、多数の学生の学習評価について個別フィードバックを
スピーディーに行うことができ、さらに、学修成果に対する「バッジ」（学習目標への到達証明）の授与業
務をサポートすることができる。

現在、次世代の統合学習管理システムの実現に取り組んでいる。これは、中学・高校の段階での学びのデー
タを大学在学中の学習支援に取り込み、さらには就職・進学支援や将来のリカレント教育、生涯学習にも
展開可能とする構想である。これにより、学生個々の「成長のポイント」や「つまづき・苦手」をデータ
で明確化するとともに、「個に合わせた指導」「オーダーメード型サポート」を実現しようとしている。

報告 2.「カリキュラム・授業設計から考えるこれからの大学での学び： ミネルバ大学を事例に」
　澁川幸加氏
　　中央大学文学部教育学専攻　特任助教
　　中央大学教育力研究開発機構　研究員

ミネルバ大学は 2014 年、アメリカの高等教育が抱える数多くの問題を乗り越えることを目指してゼロか
ら立ち上げられた大学である。学生の汎用的能力を育成することを通じて、「遠い転移」（far transfer）の
実現（≒学んだことを異なる別の文脈へ適用できるようになること）を徹底的に目指している。そのために、
自前のキャンパスを持たずに「世界 7 都市を移動しながら学ぶ」という新しいスタイルの学びの場を提供
してきた。

同大においては、学生が学ぶべきこととして 4 つのコア・コンピテンシー（批判的思考、創造的思考、
効果的コミュニケーション、効果的インタラクション）を掲げるとともに、それらをブレイクダウンして
数多くの HCs（Habits of mind & foundational Concepts）として提示し、HCs を 4 年間かけて様々な文脈
において転移させることを意図して、授業やカリキュラムが計画されている。すべての科目のすべての授
業において、関連する HCs が明示されている。すなわち、学生は常に自分が学ぶ分野の DP を認識しなが
ら学習を重ねることができる。
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また、学生の内面における「転移」がキーポイントであるから、例えば、1 年次に受講した必修科目の成
績はその時点では暫定的なものとし、数年後に事後的に評価する「タイムトラベル・グレード」 （“time-
traveling” grades）のような制度を導入している。

ミネルバ大学の事例から考えるに、有意味なデータの蓄積や利活用の背景には、整合性のある授業・カ
リキュラムの設計思想と、徹底した運用がある。実行可能性や個々の授業の自由度も大切にしつつ、授業・
カリキュラムの設計思想とそれを支えるシステム運用を往還した議論を国内でも発展させていくとよいの
ではないか。

報告 3.「AI の急激な進化に大学はどのように向き合うか？」
　巳波弘佳氏
　　関西学院大学　副学長
　　情報化推進機構 機構長
　　AI 活用人材育成プログラムプロジェクト統括
　　工学部 情報工学課程　教授

「ChatGPT」をはじめとする生成 AI（Generative Artificial Intelligence）は、大量の既存の文章やコンテ
ンツを機械学習によって学習し確率的にもっともらしい文章やコンテンツを作成していくものである。そ
の衝撃は情報収集や表現方法を変える可能性、そして仕事，学習，教育の方法を質的に変える可能性をは
らんでいる。

従来型の授業課題に対して生成 AI を用いて回答することは容易である。専門家がみれば疑わしいと感じ
ることはできるが、しかしこの場合、生成 AI を利用したことを裏付ける証拠を見つけることは難しいため、

「不正利用」と断定することは困難だ。すなわち、成績評価の公平性を保つことができないことを意味する。
また、学生に対して正しいアドバイスをフィードバックすることもできない。学習者が習得した学力を評
価できないとなると、従来型の「フィードバックに基づく教育」が困難になることを意味する。教育シス
テムの危機なのであろうか。

このように考えてくると、従来型の教育が暗黙の前提としてきたことが浮かび上がってくる。その一つ
が「学生・生徒は不正をする」という前提である。しかし、教育現場がこのような性悪説に立っていてよ
いのか。不正の防止や発見に多大なコストをかけることは適性なのか。学問的誠実性・研究倫理を教育す
ることが重要ではないか。「不正が見つからなければ得」になるような評価方法を取り続けることに問題が
あるのではないか。

課題の内容や成績評価方法自体を見直す必要がある、といえる。例えば、出題した課題に対して敢えて
生成 AI を用いて回答を生成することを求め、さらに、その生成結果に対して詳細に正誤チェックを付記さ
せる──といった課題が考えられる。

生成 AI のみならずオンライン教育、Web3（データの改ざんが困難となるブロックチェーン技術を組み
込んだインターネット）などの急速な技術進展の中、個々の学生が何をどのように学んだかを学習単位ご
とに認定する「デジタルバッジ」も可能となっている。特定の大学に入学しなくても、世界中の大学の教
育プログラムを学習者の選択によって自由に受講して必要なデジタルバッジを集めるという学び方の方が
よいのではないか。

大学の存在意義が根底から問われているといっても過言ではない。個々の大学は「どのような人材を育
成するのか」を問われる。その大学が提供する価値は何か？どのようにそれを提供するか？ ──。これら
を改めて考えなければならない。

○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
1．これからの学習支援と学習環境について

玉木氏から報告された「Canvas」の事例を手がかりにして、これからの学習支援システムがどのような
ものになり得るかを議論した。

Canvas が先駆的な従来の LMS と異なるのは、学生個々の学習分析を基に、それを評価するとともに改
善提案をも行う点にある。AI の導入によって、カリキュラムに基づいて学生が設定したゴールに向けてそ
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の進捗を追跡して達成状況を分析し、個別のサポートを行うことを実現している。中等教育からのデータ
活用の連続がもたらすダイナミズムを実現している点も重要である。

また、澁川氏から報告された米国ミネルバ大学の事例から、身体性を持った学びの場のあり方について
の議論が深まった。ミネルバ大においては、それぞれ固有の課題を持つ世界の複数の地域を移動しながら
学ぶことを通じて、学びの場に没入して身体性を獲得することを促している。ミネルバ大のモデルを大規
模に拡張することは困難であろうと思われるが、しかしこの考え方を一般化するならば、キャンパスを持
つ多くの大学においては、個々の学生にとっての身体性を伴った学びを支えるという目標に沿って、キャ
ンパスデザイン、教室の設計を見直す必要が出てきているといえる。

教員のあり方も変わる。知識の伝達ではなく、学びのコーディネート、学び手へのファシリテーション
が主たる役割になっていくだろう。しかもライブ感を持って、学生をファシリテートしていくことが重要
である。

大学と教員は、学生に「良質な体験」を提供する責務がある。学生がそれに向けて動き出すよう、促進
するのが教育者の役目であろう。たとえば、学生とともに研究することを通じて、学習目標を認識させる
ことができるのではないか。

2．学習成果の事後的認証に基づく教育のあり方について
新しい学習支援システムにおいては、「デジタルバッジ」と呼ばれる学習成果の事後的認証機能が一般化

しつつある。デジタルバッジは個々の学習単位の学習履歴を事後的に評価し、信用付け（認証）し、認証
されたことを証明するデジタルデータを本人が収集していく仕組みである。「Canvas」を展開する米インス
トラクチュア社も、今般デジタルバッジの専門企業を買収し、学習支援から認証評価までを一気通貫に手
がけるようになるという。大学は学生が収集したデジタルバッジを基に、その学習プロセスと学習アウト
カムを事後的に評価して、学位を授与することになる。

デジタルバッジの一般化によって、学習アウトカムのみを評価する総括的評価だけでなく、どのように
学んだかというプロセス評価の重要性が増してくる。そのためには、ミネルバ大学が実践しているような「マ
イクロクレデンシャル」（学習内容を因数分解し、その因数ごとに個別に認証すること）を的確に実施する
ことが求められるであろう。

と同時に、学生自身が自分が何を学んだかについて的確に自覚できるよう、教育機関としてカリキュラ
ムによって何をどこまで保証するのかという責任範囲を分かりやすく明示しなればならない。そういう意
味で、デジタルバッジとタイムトラベルグレードの融合を目指しているミネルバ大学の事例は示唆的であ
る。

マイクロクレデンシャルの手法によって学習成果をより小さく明確に認証していくことと、カリキュラ
ム全体として学習成果を大きく保証していくこととが、有機的に連携しなければならないだろう。そのた
めにも、教育機関として自覚的に、根本的な議論を重ねていく必要がある。

3．これからの学習評価の方法について
最後に、AI やブロックチェーンの普及を通じて思考や記憶が外部化される時代において、従来の学習評

価の論理がそのまま通用するのか、という点について議論した。
そうした時代においては、出席状況や学習結果（アウトカム）を重点的に評価する従来型の方法は積極

的な意味を失う。そして、学習のプロセスを評価すること、評価の機会を分散させて多様な観点と時間軸
によって評価すること、添削過程を重視して評価すること──などが求められるようになる。

さらに、対面で学ぶのが難しい、あるいはそれを求めない学生をも評価しうるモデル作りも求められる。
そうした時代において教員が取り組まねばならないのは、何をどこまで学ぶべきなのかを学生に分かる

ように提示することである。そして、上のような新しい評価モデルに即した出題の方法を発見することで
ある。

そのためにも、「何を学ぶべきか」を示すことは「何がまだ分かっていないのか」を示すことだ──とい
う高等教育の本質に立ち返って、研究と学習支援との往還をより高い次元で追求していく必要があるよう
に思われる。
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玉木 和将  　　米インストラクチュア社（Canvas LMS供給元）
   　　　　　　Channel Account Manager APAC Japan

スライド1　　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド2

スライド3　　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド4

スライド5　　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド6
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スライド7　　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド8

スライド9　　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド10

スライド11 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド12
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スライド13 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド14

スライド15 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド16

スライド17 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド18
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スライド19 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド20

スライド21 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド22

スライド23 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド24
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スライド25 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド26

スライド27 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド28

スライド29 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド30
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スライド31 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド32

スライド33 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド34

スライド35 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド36
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スライド37 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド38

スライド39 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド40

スライド41 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド42
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スライド43 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド44

スライド45 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド46

スライド47 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド48
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スライド49 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド50

スライド51 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド52

スライド53 　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド54
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スライド55
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Kosslyn, S. M., & Nelson, B. (Eds.). (2017). . Cambridge, MA: The MIT Press.

澁川 幸加  　　中央大学 文学部教育学専攻 特任助教
   　　　　　　 / 教育力研究開発機構 研究員
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